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1. は じめに

東北の基幹果樹であるリンゴが平成 5年度か

ら輸入解禁となり,本年 5月 にニュージーラン

ド産のリンゴが初めて果物専門店やスーパーの

店頭に並び消費者の関心を呼んだ。

一個の価格は130～ 160円 前後と大きさ(180～

200g)の割には高く,国産の貯蔵ふじに比較 し

割高感はあるが,珍 しさが人気を呼び消費者の

購買力は比較的順調であつたとテレビ等で報道

された。今秋にはニュージーランドに続いて世

界最大のリンゴ生産国アメリカからの輸入が解

禁され,東北の果樹産業に与える影響は計り知

れないものがあろう。

図-1,2に示すとおり,すでに国内には多種

多様な生果,乾果と缶・ ビン詰用の原料や果汁

が輸入されている。

特に東北地方の果樹と関係深い輸入品目の動

きをみると,生食用のサクランボやプドウは横

ばいからやや増加と動きが鈍いのに対 し,缶・

ビン詰原料であるモモは昭和61年以降大幅に増

加 し, 4～ 5万 tと はぼ本県のモモ生産量に近

い輸入量となっている。

一方,果汁の輸入 も昭和63年以降,輸入割当

増と関税引き下げにより増加 し,平成 4年で 13

万 k′ となり,10年前に比較 し約10倍の輸入量と

なっている。

鼎 鶏 鼎 鶏
60 61 62 63
年 年 年 年

年  次

図1-1 輸入量の推移 (主要果樹 )
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なお,日本から外国へ輸出している果物の現

状を示 したのが図-3で ある。 ミカン, リンゴ,

ナシが主であるが輸出量は各果樹とも減少傾向

にあり,決 して順調とはいえない。

今後,ガ ット・ウルグアイ・ラウンドの合意

により,農畜産物の自由化は一段と進むことは

明らかであり,東北地方の果樹産業もこの国際
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図2-1 輸入量の推移 (主要果樹 )
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化の波にどう対応 していくべきか早急に取り組

まなければならない課題であろう。

2 福 島県の果樹産業 の現状 と問題点

(l)自 然環境と果樹栽培

福島県は図-4に示すとおり,県の中央を南北

に奥羽山脈が,太平洋寄りは阿武限山地が走り,
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図-4 福島県の主な果樹産地

中通り,会津,浜通りの 3地域に大きく分けら

れ,さ らに中通りは福島市周辺を中心とした北

部 (県北)と郡山市周辺を中心とした中部 (県

中),自 河市周辺を中心とした南部 (県南)に

区分され,それぞれの立地条件を生かした多種

類の果樹が栽培されている。

ア・ 中通り地域

(ア ) 県北

年平均気温12_4℃ ,年間降水量1,10mm,標高

100m前後の地域である。

リンゴ,モ モ,ナ シを中心にブドウ,カ キ,

オウトウ,ス モモ,ウ メ,西洋ナンと,カ ンキ

ツ以外のほとんどの果樹が栽培されている本県

を代表する主産地である。

(イ)県 中,県南

年平均気温11_0℃ ,年 間降水量1,400■口,標高

200～ 350mmに 位置する比較的冷涼な地域である。

リンゴ,ナ シを中心にモモ,プ ドウ,カ キ,キ

ウイフルーツなどが栽培されている。県北に次

ぐ産地である。

イ 会津

年平均気温H3℃ (会津若松市),年間降水量

1,350mm,標 高200～ 600mmに 拡がる地域である。

リンゴ,カ キ (会津身不知)を 中心にブドウ,

クリ,ウ メ (高 田ウメ)な どが栽培されている。

冬期間の積雪が多く雪害が頻発する危険性は

あるが,冷涼な気候を生かしたリンゴは着色も

良く高品質果が生産されている。

ウ 浜通り

年平均気温128℃ ,年間降水量1,40mm,標高

10～ 501nと 冬暖かく,夏冷涼な海洋型の気候条

件下で,ナ シを中心にリンゴ,キ ウイフルーッ,
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イチジクなどが栽培されている。

特に北部の相馬市から大熊町までの地域はヤ

マセが発生しやすく,生産性がやや不安定であ

る。

(2)果樹生産の位置付け

平成 4年度の本県の農業粗生産額は3,549

億円で,そ のうち果樹は321億円で,粗生産額に

占める割合は約 9%である。

主要果樹の栽培面積,出荷量は表-1に示す

とおりである。

主要果樹の栽培面積,生産量の全国順位を示

したのが表-2で ある。

モモは栽培面積,生産量とも山形県に次いで

2位 , リンゴは栽培面積が 6位,生産量では 5

位,ナ シは栽培面積が 4位 ,生産量では 5位と,

上位を占めている。

表-1 福島県の主要果樹の栽培面積と出荷量

平成3年

作付面積 出荷量  作付面積 出荷量

モ

　

ゴン

モ

　

リ

日 本 ナ シ

西 洋 ナ シ

カ     キ

ア  ド  ウ

ク       リ

ウ      メ

ス  モ  モ

オ ウ ト ウ

キウイフルーッ

詭   t
8,380  48,256

8,020  48,122

1,470  32,733

11     234

1,390   6.013

621   4,899

428     578

717   11300

188   1,318

53     226

h   t
2,420  35,000

2,580  41,100

1,480  31,400

25     246

1,320   6,400

899   8,440

350     883

781   1,590

207   1,810

62     165

91    -

表-2 福島県の果樹の全国順位 (平成 3年 )

※資料 :「農林水産統計速報J
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3.果樹を中心 と した複合経営の現状 と

問題点

前述したように本県の果樹栽培の特徴は,そ

れぞれの地域の立地条件を生かした産地化が進

み,東北北部のようにリンゴ主体ではなく,多

種類の果樹が栽培されていることである。

このため,本県の果樹経営の現状をみると単

一樹種 (青森,岩手県のようなリンゴ単一経営)

のみを栽培している農家は少なく,複数の樹種

を組み合わせた複合樹種果樹経営が多いのが特

徴である。

県内各地域における果樹栽培の経営類型と問

題点は次のとおりである。

(1)中通り北部

多種類の果樹が栽培されているが,主な経営

類型は次のとおりである。

ア リンゴ+モ モ

この複合樹種経営のポイントは収穫時期のズ

レを有効に活用 した類型であり, リンゴ中心の

農家は7～ 8月 は早生種の替りにモモを導入 し,

9月 以降は中晩生種のリンゴと組み合わせた経

営で,複合樹種果樹経営のうち最も多い類型で

ある。特に県北などでは7～ 8月 高温のため,

リンゴの早生品種に有望な品種がなく,代 りに

モモを導入する農家が近年多くなってきている。

モモ主体の農家の考え方はリンゴ主体の農家

とは逆となり, 9～ 10月 以降を リンゴで対応 し

ており,7月 からH月 下旬までをリンゴとモモ

の品種を効率的に組み合わせて,収穫労力の分

散と気象災害や市場価格の変動に対応し,安定

した収益を挙げようとしている。

この経営は収穫労力は効率的に分散できるが ,

摘果作業は競合するなどの問題がある。

イ リンゴ十ナシ

この組み合わせも比較的多く, リンゴの中,

早生種のかわりにナシを導入し経営の安定化を

図る類型である。この場合も収穫労力の分散は

可能であるが,摘果作業の競合が問題となって

いる。

ウ 主要果樹+特産果樹 (オ ウトウなど)

最近,オ ウトウや西洋ナンなどの特産果樹が

好調なことから,こ れらを第 3の果樹として導

入し,経営の安定イヒを図ろうとする農家が増え

てきている。

この組み合わせの中で最も大きな問題はオウ

トウとの組み合わせである。オウトウの収穫期

は6月 中～下旬で, しかも収穫所要時間は約200

時間と非常に多く, リンゴ,モ モ,ナ シの摘果

作業と競合 し,摘果作業の遅れによる小玉化な

どの品質低下が問題となっているケースがみら

れる。

工_主要果樹 +水稲又は野菜の複合

県北の果樹地帯では水田に果樹を積極的に導

入した結果,水稲の占める割合は非常に低くな

っている。一方,イ チゴなどの果菜類を導入し

ている農家もあるが,諸作業が競合し多忙の割

には収益があがっていないのが現状であり,果

樹と野菜の複合経営には問題が多い。

(2)中通り中,南部

リンゴやナシを中心として他の作物 (野菜や

水稲)と の複合経営が中心となっている。

(3)会津

リンゴを中心 (一部会津身不知柿)と した水

稲との複合経営が中心となっている。

(4)浜通リ

ナンを中心とした水稲との複合経営が一般的

な類型である。

以上が県内における果樹を中心とした複合樹

種果樹経営の主要な類型である。このように本
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県の場合は地域の立地条件を生かし,複数の樹

種を組み合わせた複合樹種経営が行われている

が,経営内容をみるとメリット,デメリットが

多く認められる。

複合樹種経営のメリット,デ メリットは次の

ような事項があげられよう。

◎メリット

1 台風などの気象災害には危険分散が可能で

ある。

最近は以上気象が頻発 しやすく,どの生育ス

テージにどのような気象災害が発生するか予測

は困難である。収穫時期のずれる複合樹種経営

の場合,台風などの来襲時期により被害軽減が

可能となる。

平成 3年の台風19号はリンゴ単作地帯の青森

県などで大きな被害を出した。また,平成 5年

の大冷害では,本県のモモは大きな被害を出し

たがリンゴは比較的被害が軽く,モモ+リ ンゴ

の樹種複合農家の経営は比較的安定 していた。

2 市場価格の変動に対応でき,経営全体とし

て比較的安定 した収益をあげることが可能

となる。

近年は果物の価格変動が厳 しく,成園までの

期間を考えると,単一樹種だけでは対応が十分

できなくなってきている。

3 作業労働力の分散による規模拡大が可能と

なる。

今後,国際に対応するには規模拡大による低

コス ト化が前提条件となろう。この場合,複合

樹種経営は単一樹種栽培に比較 し,作業労力の

分散は容易であり規模拡大も容易になろう。

◎デメリット

1.樹種の組み合わせが多くなると樹種ごとの

栽培技術の修得に差が生じやすく,樹種によ

っては品質低下が目立ち,収益があがらなく

なっている。

2.樹種間の作業が競合 し,適期作業が困難と

なりやすい。

3 樹種が多くなるため,一樹種としての産地

規模が小さくなり,産地として市場からの評

価が低くなりやすい。

4 共選場での運営も樹種が多くなリロスが出

やすくなる。

4.高収益型複合樹種果樹経営確立のた

めの技術開発の現状と今後の方向

果樹の複合樹種経営を成功させるためのポイ

ントは,樹種間の作業労力の競合をいかに少な

くしながら高品質安定生産を可能にし,経営の

収益性を効率的に高めていくかにある。

試験研究機関の技術開発の重点もこの点にお

いてきたし,今後,国際化に対応した複合樹種

経営を可能にする技術開発の重点もここにある

といっても良いであろう。

(1)試験研究開発の現状

試験場が今まで開発してきた主要な技術には

次のようなものがあげられる。

ア 無袋栽培技術の開発

表-3に示すとおり,有袋栽培は管理作業の中

で多くの労力を必要とし, しかも被袋時期は摘

果作業など重要な作業と競合するため,有袋栽

培は複合樹種経営上の大きな問題点となってい

た。
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表-3 有袋・無袋別作業時間と経営費

有・無袋別

作 業 時 間 作業人数

人

経 営 費  (円 )

機 械 人 力 比率% 変 動 費 固 定 費 合  計 比  率

有 袋 125 446 5 55 8 151,989 43,091 195,080

無 袋 (A)
″  (3)

120
120

2160
2107

48

47

27.0

26 3

55,925

55,925

43,091

43,091

99,016

99,016

51

51

(あ、じ,昭和52年 )

これを解決するため,モ モ, リンゴ,ナ シな

ど主要樹種の無袋栽培の開発に取り組み,現在

では,ナ ン「二十世紀」 (黒星病にり病 しやす

い)やモモの一部の品種 (裂果 しやすい)を除

き無袋栽培が可能となっている。

特にリンゴ「
=、

じJの無袋栽培技術の開発に

あたっては,農業試験場経営部,普及所,農協

と共同で実施 し,そ の成果は普及指導の面で活

かされている。現在,「
=、

じ」の無袋栽培普及

率は80%を超え,東北では最も高 くなっている。

表-4 
雫寄ず

、じの樹相診断基準 (6月 中～

イ_薬剤摘果技術の開発

摘果作業は主要樹種間 (モ モ, リンゴ,ナ ン)

の競合があり, しかも多くの労力を必要とする

ため,薬剤摘果技術の開発は重要な課題である。

リンゴでは石灰硫黄合剤による摘花やカーバ

リル剤による摘果方法が開発され,最近は労働

力の減少から, これら薬剤摘果を積極的に導入

する栽培者が多くなってきている。

モモ,ナ ンでは有効な薬剤摘果法はまだ開発

されておらず,今後早急な開発が必要である。

ウ わい化栽培 (低樹高)技術の開発

複合樹種経営の成否の一つとして不経済品種

の改植や他の樹種への転換をいかに効率的に実

施するかがあげられる。即ち,永年作物である

果樹では植栽後,いかに早 く収益性を高められ

るかが問題となる。

リンゴではイギリスで開発されたわい性台木

(I_26)を中心にしたわい化栽培技術の開発に

取り組み,昭和50年以降,急速にわい化栽培が

導入され,現在の普及率は20%を越えるまでに

なっている。わい化栽培のメリットは図-5に

示すとおり早期収益性が非常に高いことである。

無 袋 栽 培 の 指 標

大きさは中程度で厚く,葉色は全体に淡い。

カラーチャー ト 50～60

樹全体に平均に着果している。

下校にも十分光線が入る。

注)葉色用カラーチャー ト…農林水産省果樹試験場作成
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図-5 開園時から植付け6年 目までの収益

の変化 (ら、じ/M26)

モモではニワウメ台やユスラウメ台などを用

いたわい化栽培が検討されたが,果実品質や樹

勢維持に問題があり,有効なわい化技術として

普及するまでにはいたっていない。しかし,初

期収量を高めるため,従来の関心型仕立てに替

り主幹型中密植栽培体系が開発,普及に移さ

れ植付け4年 目で3t前後の収量をあげる農家

も出てきている。

オウトウでは整枝法の改善や,わ い化剤を利

用 したわい化栽培 (低樹高)技術の開発が行わ

れている。

わい化栽培は早期収益型栽培体系だけでなく,

低樹高化による摘果や収穫作業などの労力節減

をも可能にし,従来の粗植大木栽培体系に比較

し大きなメリットがある。

工 高品質安定栽培体系確立試験

複合樹種経営を成功させる上で,導入されて

いる各樹種の品質向上を図り,収益を高めるこ

とは重要なカギとなる。

リンゴの主要品種である「ふじJは着色に難

点があり,当初はこの欠点をカバーし着色を向

上させるため有袋栽培が一般的であった。しか

し,有袋栽培は被袋,除袋等に多くの労力がか

かる一方,食味も無袋の果実に比較 し悪くなる

ので,こ の欠点をカバーし,高品質の果実が生

産される無袋栽培技術開発のため,表 -3に示す

ような樹相診断法や秋基肥方式を確立 し,品質

向上に寄与 している。

モモでは非破壊法による糖度選果機が現地に

導入され,栽培者から高糖度裁培法確立の要望

があり,普及所,経済連,農協と共同で現地調

査を行い,高糖度生産要因を明らかにし,そ れ

らを基に高精度モモ栽培の手引きを作成 し栽培

技術の向上を図っている。

ナシでは生産力の低い「幸水Jの生産安定と

品質向上を図るため整枝せん定法の改善を検討

し,基準化せん定法を確立 した。

オ 散布回数肖1減試験

現在,主要果樹の薬剤散布回数はリンゴで13

～14回 ,モ モで12～ 13回 ,ナ ンでは14～ 15回 と

なっている。

散布回数が多いことは,い くら農薬の使用基

準を守った使用をしているとはいえ,安全性や

生態系へ与える影響からみて決して好ましいこ

とではない。散布回数をいかに削減していくか

が重要な課題になっている。

このため,昆虫の性フェロモンを活用 した害

虫防除法 (交信攪乱法)の開発に取り組み,コ

スカンバ,ハ マキムシ,シ ンクイムシ類,キ ン

モンホソガなどの合成性フェロモンが普及に移

即
　

ｉ

‐４

‐２

‐０

８０

６０

４０

２０
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され大きな成果をあげつつある。

また,カ プリダニなど天敵を活用 した防除法

の開発にも取り組んでおり,虫害防止面では農

薬に頼らない防除体系の開発が進み,散布回数

肖1減 も可能となってきている。かし,病害面で

は農薬に頼らなければならず,総対的な散布回

数肖1減はなかなか困難である。

力 新品種の開発

近年,産地間競争が厳 しさを増すなか,こ れ

に対抗 して収益性の高い品種を導入,経営を安

定化させていくためには各県の立地条件に合っ

た市場性の高い品種を育成,プ ランド品種とし

て産地化を図っていかなければならない。この

ため, リンゴ,モ モ,ナ シを主体とした果樹の

新品種開発事業に着手 し,平成 6年 3月 にモモ
,

リンゴで各 1品種ずつ有望と判断された系統を

選抜 した。

この外,モ モ,オ ウトウのわい性台木やリン

ゴの紋羽病抵抗性台木などの開発にも着手 して

いる。

キ 新作型技術 (施設栽培)の開発

複合樹種経営で問題となる樹種間の作業労力

の競合を避けると同時に気象災害に強く,市場

性の高い高品質果を安定 して生産するためには

施設栽培の導入が必要となる。特にモモ, リン

ゴ,ナ ンの主要果樹とオウトウの樹種複合経営

が多くなっているが,オ ウトウの収穫,箱詰作

業と主要果樹の摘果作業が競合し問題となって

いる。この解決策としてオウトウの収穫時期を

早める加温施設栽培技術の開発に取り組んでい

る。

また,本県の主要果樹であるモモは昨年のよ

うな異常気象下では品質低下が著 しく,経営が

不安定となりやすい。この解決策として雨よけ

栽培を中心とした全天候型高品質安定栽培技術

体系確立試験を開始した。特に昨年のような日

照不足の条件下では,積極的な補光も行い品質

向上を図っていく技術開発が必要である。

(2)試験研究開発の方向

今後,一段と進む果樹産業の国際化に対応し,

高収益複合樹種果樹経営を推進 していくための

前提条件として,第 1に低コス ト化,第 2に安

全性,第 3に高品質イヒがあげられよう。試験研

究開発の方向もこれら3つの条件を満たす技術

開発を中長期的視野に立ち,着実に実行 してい

くことが重要となろう。

現時点で開発 しなければならない課題として,

次のような課題が考えられる。

ア 低コス ト高品質安定生産栽培体系の確

立

外国からの安い果物に対抗 し収益性を高めて

いくためには,大幅な生産コス トの肖1減が可能

な技術開発が必要となろう。

具体的な課題としては,現在の栽培管理に要

する作業時間を50%位 まで削減できる省力栽培

体系の確立が考えられる。

リンゴやモモの立木仕立の樹種では,樹高 3

m前後で省力,早期多収,高品質化が可能な低

樹高栽培体系や,薬剤摘果,散布回数肖1減技術

の開発,さ らには作業用ロボットの開発 も重要

となろう。

イ 新しい作型の開発

少ない労働力で作業能率を高め規模拡大を図

ってぃくためには,複合樹種間の作業の競合を
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できるだけ避ける必要があり,そのためには施

設栽培の導入による新しい作型の開発が重要と

なろう。

また,石油に頼らない新しいエネルギーを活

用した省資源型施設の開発も必要となろう。

ウ 省力,高品質型品種の育成

今までの育種目標は高品質に重点を置いてき

たが,今後は次のような目標も大切となろう。

(ア)耐病性品種の育成

散布回数を飛躍的に削減し,低コス ト化を図

りながら安全性の高い果実を生産していくため

には欠かせない育種目標となろう。

(イ)省力型品種の育成

リンゴ,ナ シなど人工授粉の必要な樹種では

自家結実性の高い品種や凍霜害に強い品種,さ

らには作業性の高いコンパクトタイプの品種の

育成など省力化につながる目標も大切となろう。

(ウ)機能性成分に富む健康志向型品種の

開発

現在,国内におけるリンゴ,モモなどの国民

1人当たりの消費量は少なく, しかも消費量は

伸びていないのが現状である。今後,外国産果

実に対抗し,消費を仲ばしていくためには果実

の持っている機能性成分に富む品種を開発し,

現在の嗜好品的消費構造から脱皮し, 日常の食

生活の中で野菜に匹敵するような安定した消費

を定着させていく必要があろう。

5.国際化 に対応可能な高収益複合樹種

経営の方向

県は平成 5年H月 に「農業経営基盤強化の促

進に関する基本的な方向」策定し,国際化に対

応できる農業経営の具体的目標と主要な営農類

型を示した。

(l)農業経営の具体的目標

ア 所得

地域の他産業従事者並みの生涯所得に相当す

る年間農業所得 (主たる従事者 1人当たり500

万円以上, 1個別経営体当たり710万 円以上)

を目標とする。

なお,主たる従事者が 2名の場合は 1個別経

営体当たりの所得は500万円プラスされ,1,210

万円が所得目標となる。

イ 労働時間

他産業従事者と均衡する年間総労働時間 (主

たる従事者1人当たり2,000時間)の基準を達成

する。

(2)営農類型

以上の目標を達成するため,県内の地域性を

生かし,表 -5に示す営農類型を推進し,国際

化に対応可能な個別経営体の育成を図り,本県

果樹栽培面積の70%前後はこの営農類型が占め

るようにしていく考えである。

-74-



燎
養
筆
神
製

Ｅ
十¨

Ｎ
】
ト^

Ｅ
十０

∞
【
、ト

Ｅ
＋崎

卜
”
．ト

Ｅ
十０

０
Ｎ
．ト

Ｅ
＋Ｏ

Ｎ
ヽ
トヽ

Ｅ
十∞

「０
．ト

Ｅ
十一

０
”
．ト

０
終
榊
椰

導

０
収
川

Ｅ
十崎

０
一
．０

Ｅ
＋０

¨
０
．Ю

Ｅ
十一

一
一

．０

Ｅ
十卜

一
【
．０

Ｅ
十゛

０
一

Φ^

Ｅ
十一

∞
０
．０

Ｅ
＋

崎̈
Ｎ
．０

絹
挙
調

Ｅ
＋゛

∞
一
め^
¨

Ｅ
十゛

０
¨
．”
¨

〓
十一

¨
¨
．”
¨

Ｅ
十０

ヽ
「
．∞
¨

口
十０

０
い
、０
「

Ｅ
十「

い
い
．゙
【

Ｅ
十０

”
¨
一^
¨

榊

絲

導

熙

熙

重
奮
８
¨
　
　
　
　
　
民
曖
世
盤

痙
±
８
■
【
×
く
０
「　
泰
鐸
悩
ヽ

く
０
「
　
　
　
　
撫
鶴
さ
ヽ
Ｎ
州

口
よ
０
　
　
　
　
　
　
　
殴
爬
世
題

口
遺
Ｆ
■
一
×
く
い
「　
燿
健
騒
Ｋ

く
０
「
　
　
　
　
和
椰
き
０
型
用

室
±
８

　̈
　
　
　
　
　
Ｒ
眼
曹
燿

口
歯
２

，
¨
×
く

，
「　
督
燿
当
無

く
０
一
　
　

　

　

榊
怖
導
ヽ
Ｎ
州

口
±
８
【　
　
　
　
　
　
民
腱
士
越

口
歯
〓
■

一
×
く
０
「　
宙
鰹
逃
騰

く
０
¨
　
　

　

　

や
椰
導

０
■
相

口
世
９
一　
　
　
　
　
　
熙
爬
歯
盟

露
奮
８
■
¨
×
く
０
「　
Ｓ
繹
ヽ
Ｎ

く
０
一
　
　
　
　
撫
締
導
゛
型
州

腟
±
８
【　
　
　
　
　
　
熙
図
書
薔

痙
奮
８
一
．「
×
く
０
一　
Ｓ
燿
終
照

く
０
¨
　
　
　
　
撫
柿
導
Ｏ
Ｎ
相

口
世
曽
０
　
　
　
　
　
　
熙
瞑
世
震

Ｅ
苦
８
■
一
×
く
０
一
　
ミ
繹
当
κ

く
０
【
　
　

　

　

榊
椰
溜

Ｏ
Ｎ
州

鍵 饂

霊芸
↓来

Ｅ
奮
２
■
∞

口
±
８
”
∞

Ｅ
±
２
¨
‘

譴
歯
〓
■
一

口
士
〓

，
Ｎ

廻
歯
２
■
”

肛
世
曽
ヽ
や

痙
奮
む
来

ミ

ロ

母

Ｎ
い
ヽ
、「

肛
世
ご
■
「

Ｎ
Ｏ
∞

０
∞
０

Ｅ
歯
曽
電
Ｎ

い
０
”

一
０
∞

Ｅ
士
一゙
０
∞
〓

「
０
一

０
∞
０

口
歯
３
●

【

゛
【
０

肛
奮
Ｒ
”
Ｎ

¨
Ｎ
０

゛
∞
い

雹
奮
〓
Ｒ
「

¨
Ｎ
０

痙
奮
ふ
ヽ
“

晨網
血挙
準晏

寺
卜
∞
．゙

Ｅ
十
∞
民

お

い
０
∞
．Ｎ

∞
卜
一
．∞

工
十
ｒ
一
´

い
０
０
．Ｎ

崎
０
∞
．Ｎ

Ｅ
Ｌ
・∞
０
国
お

ｍ
∞
゛

Ｎ^

∞
い
∞
．一

一Ｆ
」
とＴ
∞
Ｏ
Ｎ
．∞

０
「
゛
．”

Ｅ
十
日
ヽ
８

い
０
∞
＾゙

０
一
い
、Ｎ

Ｅ
Ｌ
ヽ
∞
〓
ト

０
０
∞
．寺

”」
止Ｔ
一
卜
Ｎ
、０
¨

罠嘲
m欄
母 謝

や
∞
　
０

や
め
　
∞

や
「
　
０
∞

一
ト
　
ト

一
０
　
一
¨

一
一
　
一
∞

一
い
　
い
¨

´
一
　
〇

一
〇
　
Ｏ
Ｎ

刹郵

曇薔

母 期

リ`

Rつ
0つ

,,

DR´
■ Sψ

」聖』

,ヽ   N
R´ '。

s´ 絆

■週娼

リ`
R♪ 躍
●●※

iリ

R馨
‐く

」■■

1リ

t枷 響
S(笑

」」

つ裡
晏く

郵
繋
狐
鐵

ｏ
〓
”
　
一

ｆ

”
　
¨

一Ｗ一Ｎ
　
一

”
‘
Ｏ
　
Ｎ

Ｃ
〓
Ｏ
　
ω

‘
〓
　̈
で

ｏ
■
０
　
「

劇
嫌
興
油

―
料
車
昧

―
滸
華
来

―
赳
菫
く

―
舟
華
熙

躍
く
＋
華
熙

響
Ｋ
＋
菫
熙

躍
く
＋
菫
熙

ぶ

望
コ
ヽ咲 蝶■・ 嗅lE α  延 兆興S

（
ｔ
燎
Ｒ
一
■
０
怪
汁
）
心
ヽ
お
理
悩
肛
量
撻
調
些
掟
岬
　
（
潤

〔せ
細
螂
ミ
尋
〕

劇
熙
興
細
督
製
ｅ
）
⊃
和
攣
興
麺
弱
掟
⊃
掏
単
相
掏
尊
畔
　
ゆ
―
器

-75-




